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微生物の 酵素反応 を用 いた L−tagatoseか らL−talitolの 生産

（香川大学 ・農 ・生物資源）何森　健、 ○奥村康仁、 徳永寿博

［目的］　 土壌よ り分離 した細菌40bxは 、
　 galactitolか らL− tagatose を生産す る こ とは既

に報告 した 。 今回は こ の L−tagatose の 生産条件を検討した結果お よびL沈 agatose を基質と

してL−talitolの 生産につ い て検討した 。 すなわちL−tagatoseを還元す る とgalactitolあ
る い はL−ta1itol が得 られ る 。

　polyol　dehydrogenaseを用 vNて特異的にL−talito1へ 還 元す

る 条件を検討した 。

［方法および結果 ］　 gaユactito 　1か らの レ tagatose の生産に は40bx株 、 レ tagatose の不斉

還元 に用い た polyol　dehydrogenaseは 221e株を用い た 。 ケ トT
一
ス の 定量は シ ス テ イ ン ・カ

ル バ ゾー
ル 法 、 生 産物の 分析お よび 同定 に は 、 HPLC

，
　IRな ど を用い た 。 221e株は NAD を

補酵 素と し L−talitol か らL−tagato忌6を生産す るpolyol脱水素酵素を生産 した 。こ の 逆反

応 を利用 して L−tagatose か ら レ talitolの 生産条件を検討した 。 221e株はalchoi　dehydr
ogenase をも生産 したの で両酵素を共役させ る方法によ っ て L− talito　1生産を試み た 。

0．05

M リン酸緩衝液（pH8．　O）に 0．　025M　L−tagatose 、　O．5M　ethanol ， お よび 0．5畷 NADを添加 し、．
．

、 酵素と して 2216株の トル エ ン 処 理菌体 を用 い て 反応 した。約90％の L− tagatdse が L−talit
o1 へ と転換された 。

Microbial　production 　of　L
− talitol　from　L

−tagatose
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．
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各 種 ketese か ら の polyo ユ生 産 能 を 有 す る 耐 塩 性 微 生 物 の 分 離

（香 ｝II 大 ・農 ・生 物 資
．
源，　

’
香 川 発 食 試 ）　 Q 佐 々 原 浩 幸

’
，　 何 森 　 健

　 1 ） 目 的 　 　 現 在 ま で に．　D・’taga しeses 　D・psicose ， 　D−sorbese の 非 天 熱 型 ketose の 微 生

物 反 応 に
．
よ る 生 産 に つ い て 研 究 し て き た。

．
今 回．謝 塩 性 鍬 生 物 に

．
よ る 各 種 ketose か ら の

polyol 生 産 を 目 的 と し、　醤 油 賭 味 よ り 薗 株 の 検 索 を 試 み た。 　そ の 結 黒 　ketoseか ら pe 工yol

へ の 還 元 能 力 を 有 す る 数 菌 株 を 見 出 し た の で 、　 そ の 転 換 条 件 及 び 生 産 物 の 穂 躔 等 に つ い て

現 在 ま で に 検 討 し た 結 果 を 報 皆 す る。．
／t

　 2 ） 方 法 　 　 微 生 物 の 分 離 源 は 醤 油 賭 味 を 用 いX 　酵 母 及 び 乳 酸 菌、　滑 1000 株 を 分 離 し たe

各 菌 株 を、　 O．4Xcasamino 　aeid ，O ．1％y6ast 　extraot ，O．1髯KH2PO4 ，0．05SMgSOrd ・7H20 ，0 ．01 器Ca

Cl2 ・2H20 ， 0．OIXNaCl ． O ．1．＄glueoselE 各 keto ．se 工 ％ を 添 加 し た 培 地 に 植 菌 し、　 30℃ ， 72 時 聞 培

養 し た。　ket 。 se の 減 少 を シ ス テ イ ン
ー

カ ル バ ゾ ー
ル 法 に よ り 確 誌 し、　減 少 の 認 め ら れ た 菌

株 に 開 し て 生 産 物 を HPLC を 用 い 確 認 し た。　 ま た 洗 浄 曹 体 反 応 は．
』
リ ン 酸 緩 衝 液 （pE7

・0） 中 で 振 ト ウ し て 行 っ た。

3 ） 結 果 麟 油 諸 味 よ り 分 離 さ れ た 耐 塩 性 酵 母 及 び 乳 酸 菌 の 内 に 、　L −serbose ，　L ・

taga し eses 　 D弍 a．ga し ose 等 の ketose よ り D−sorbito ユ，　 レ idSto 工，　 gaiaetito1 等 の pelsel へ の

還 元 能 力 を 有 す る 菌 株 を 分 離 す る こ と が で き た。　現 在、　こ れ ら 還 元 能 力 を 有 す る 蔔 株 に．よ

る 転 換 反 応 及 び 酵 巽 系 に つ い て も 検 討 中 で あ る 、
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